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(57)【要約】
【課題】撮像素子に供給される駆動信号の伝送品質を確
保しつつ、当該駆動信号の伝送経路上の基板同士の接続
箇所において発生した異常を速やかに検出することが可
能な内視鏡等を提供する。
【解決手段】内視鏡は、撮像素子と、撮像素子を駆動す
るための駆動信号の伝送経路の入力側に設けられた第１
の基板と、伝送経路の出力側に設けられた第２の基板と
、第１の基板と第２の基板とを接続するコネクタに設け
られた所定の複数対の接点ピンにおいて、外部から入力
される駆動信号を１回ずつ通過させ、所定の複数対の接
点ピン間において、外部から入力される駆動信号を１回
以上往復させる基板接続部と、所定の複数対の接点ピン
を経て入力される駆動信号を増幅して出力する出力回路
と、所定の複数対の接点ピンを経て入力される駆動信号
に基づいて基板接続部における異常の発生の有無を検出
する異常検出回路と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像するように構成された撮像素子と、
　前記撮像素子を駆動するための駆動信号の伝送経路の入力側に設けられた第１の基板と
、
　前記伝送経路の出力側に設けられた第２の基板と、
　前記第１の基板と前記第２の基板とを接続するためのコネクタを具備し、前記コネクタ
に設けられた所定の複数対の接点ピンにおいて、前記コネクタの外部から入力される前記
駆動信号を１回ずつ通過させるとともに、前記所定の複数対の接点ピン間において、前記
コネクタの外部から入力される前記駆動信号を１回以上往復させるように構成された基板
接続部と、
　前記第１の基板に設けられ、前記所定の複数対の接点ピンを経て入力される前記駆動信
号を増幅して前記コネクタにおける前記所定の複数対の接点ピン以外の他の接点ピンへ出
力するように構成された出力回路と、
　前記第１の基板に設けられ、前記所定の複数対の接点ピンを経て入力される前記駆動信
号に基づいて前記基板接続部における異常の発生の有無を検出するように構成された異常
検出回路と、
　を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記出力回路は、前記所定の複数対の接点ピンを経て入力される前記駆動信号を増幅す
るための１つまたは２つのアンプを具備して構成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記異常検出回路は、前記所定の複数対の接点ピンを経て入力される前記駆動信号の信
号レベルが所定時間内に変動したか否かに基づき、前記基板接続部における異常の発生の
有無を示す異常検出信号を生成して出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　請求項３に記載の内視鏡と、
　前記異常検出信号の信号レベルが所定の信号レベルであることを検出した場合に、前記
基板接続部において異常が発生している旨を報知するための視覚情報を表示させる制御を
行う制御部と、
　を有することを特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像素子を備えた内視鏡及び内視鏡システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野及び工業分野においては、撮像素子を備えた内視鏡が広く用いられている。ま
た、医療分野の内視鏡においては、例えば、分解修理を行う際の利便性を向上させるため
に、撮像素子に供給される駆動信号の伝送経路上の基板同士を着脱自在に接続するための
コネクタであるＢｔｏＢコネクタを設けた構成が採用される場合がある。
【０００３】
　具体的には、例えば、特許文献１には、細長な挿入部の先端部にＣＣＤを搭載した内視
鏡において、当該ＣＣＤの駆動に用いられる信号の伝送経路上の基板同士を着脱自在に接
続するためのマイクロコネクタ及びマイクロコネクタ受けを含むマイクロコネクタ接続部
を設けた構成が開示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　ここで、内視鏡の撮像素子に供給される駆動信号の伝送経路上にＢｔｏＢコネクタを設
ける場合においては、当該ＢｔｏＢコネクタで発生し得る故障モードを考慮しつつ、当該
ＢｔｏＢコネクタの接点ピンにおける配線を決定することが望ましい。
【０００５】
　しかし、特許文献１には、マイクロコネクタ接続部で発生し得る故障モードを考慮しつ
つ、当該マイクロコネクタ接続部に含まれるマイクロコネクタ及びマイクロコネクタ受け
の接点ピンにおける配線を決定するための方法について特に開示等されていない。そのた
め、特許文献１に開示された構成によれば、例えば、ＣＣＤの過度な発熱等に伴って内視
鏡画像の出力状態に異常が生じる前に、マイクロコネクタ接続部における接点不良等の異
常の発生をユーザに認識させることができない場合がある、という問題点が生じている。
また、特許文献１に開示された構成によれば、例えば、マイクロコネクタ接続部における
接点不良等の異常の発生を検知するために、ＣＣＤに対して供給される駆動信号の伝送品
質が低下してしまう場合がある、という問題点が生じている。
【０００６】
　すなわち、特許文献１に開示された構成によれば、撮像素子に供給される駆動信号の伝
送品質を確保しつつ、当該撮像素子の異常が発生する前に当該駆動信号の伝送経路上の基
板同士の接続箇所において発生した異常を検出することができない、という前述の問題点
に応じた課題が生じている。
【０００７】
　本発明は、前述した事情に鑑みてなされたものであり、撮像素子に供給される駆動信号
の伝送品質を確保しつつ、当該駆動信号の伝送経路上の基板同士の接続箇所において発生
した異常を速やかに検出することが可能な内視鏡及び内視鏡システムを提供することを目
的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の内視鏡は、被写体を撮像するように構成された撮像素子と、前記撮像
素子を駆動するための駆動信号の伝送経路の入力側に設けられた第１の基板と、前記伝送
経路の出力側に設けられた第２の基板と、前記第１の基板と前記第２の基板とを接続する
ためのコネクタを具備し、前記コネクタに設けられた所定の複数対の接点ピンにおいて、
前記コネクタの外部から入力される前記駆動信号を１回ずつ通過させるとともに、前記所
定の複数対の接点ピン間において、前記コネクタの外部から入力される前記駆動信号を１
回以上往復させるように構成された基板接続部と、前記第１の基板に設けられ、前記所定
の複数対の接点ピンを経て入力される前記駆動信号を増幅して前記コネクタにおける前記
所定の複数対の接点ピン以外の他の接点ピンへ出力するように構成された出力回路と、前
記第１の基板に設けられ、前記所定の複数対の接点ピンを経て入力される前記駆動信号に
基づいて前記基板接続部における異常の発生の有無を検出するように構成された異常検出
回路と、を有する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明における内視鏡及び内視鏡システムによれば、撮像素子に供給される駆動信号の
伝送品質を確保しつつ、当該駆動信号の伝送経路上の基板同士の接続箇所において発生し
た異常を速やかに検出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態に係る内視鏡を含む内視鏡システムの要部の構成を示す図。
【図２Ａ】実施形態に係る内視鏡に設けられたケーブル接続用基板の具体的な構成の一例
を説明するための図。
【図２Ｂ】実施形態に係る内視鏡に設けられたケーブル接続用基板の具体的な構成の一例
を説明するための図。
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【図３Ａ】実施形態に係る内視鏡に設けられたコネクタ基板の具体的な構成の一例を説明
するための図。
【図３Ｂ】実施形態に係る内視鏡に設けられたコネクタ基板の具体的な構成の一例を説明
するための図。
【図４】実施形態に係る内視鏡の基板接続部における駆動信号の伝送経路を説明するため
の図。
【図５】実施形態に係る内視鏡に設けられたコネクタ基板の具体的な構成の一例を説明す
るための図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しつつ説明を行う。
【００１２】
　図１から図５は、本発明の実施形態に係るものである。
【００１３】
　内視鏡システム１は、図１に示すように、被検体内に挿入可能であるとともに、当該被
検体内の生体組織等の被写体を撮像して撮像信号を出力するように構成された内視鏡２と
、内視鏡２の内部に挿通配置されたライトガイド６を介して当該被写体の観察に用いられ
る照明光を供給するように構成された光源装置３と、内視鏡２から出力される撮像信号に
応じた観察画像を生成して出力するように構成されたプロセッサ４と、プロセッサ４から
出力される観察画像等を表示するように構成された表示装置５と、を有している。図１は
、実施形態に係る内視鏡を含む内視鏡システムの要部の構成を示す図である。
【００１４】
　内視鏡２は、図１に示すように、被検体内に挿入可能な細長形状に形成された挿入部２
ａと、挿入部２ａの後端側に設けられた操作部２ｂと、操作部２ｂから延出されたユニバ
ーサルコード２ｃと、を有して構成されている。また、内視鏡２は、ユニバーサルコード
２ｃの端部に設けられた信号コネクタ２ｄを介し、プロセッサ４に着脱自在に接続される
ように構成されている。また、内視鏡２は、ライトガイド６の少なくとも一部が内蔵され
たライトガイドケーブル（不図示）を介し、光源装置３に着脱自在に接続されるように構
成されている。また、内視鏡２の内部には、撮像ケーブル２３が挿通されている。
【００１５】
　挿入部２ａの先端部２ｅには、被検体内の生体組織等の被写体を撮像するための撮像部
２１と、ライトガイド６の出射端部と、ライトガイド６により伝送された照明光を被写体
へ照射する照明光学系２２と、が設けられている。
【００１６】
　撮像部２１は、照明光学系２２を経て出射される照明光により照明された被写体からの
戻り光を撮像して撮像信号を出力するように構成されている。また、撮像部２１は、対物
光学系２１ａと、撮像素子２１ｂと、電子基板２１ｃと、を有して構成されている。
【００１７】
　対物光学系２１ａは、例えば、被写体から発せられる戻り光を結像するための１つ以上
のレンズを具備して構成されている。
【００１８】
　撮像素子２１ｂは、例えば、カラーＣＣＤまたはカラーＣＭＯＳのようなカラーイメー
ジセンサを具備して構成されている。また、撮像素子２１ｂは、対物光学系２１ａにより
結像された戻り光を撮像して撮像信号を生成するように構成されている。すなわち、撮像
素子２１ｂは、被写体を撮像して撮像信号を生成するように構成されている。また、撮像
素子２１ｂは、電子基板２１ｃを経て入力される駆動信号及び電源に応じた動作を行うよ
うに構成されている。
【００１９】
　電子基板２１ｃは、同軸ケーブルまたは単一の信号線により形成された撮像ケーブル２
３を介し、信号コネクタ２ｄの内部に設けられたケーブル接続用基板２４ａに接続されて
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いる。また、電子基板２１ｃには、例えば、撮像素子２１ｂにより生成された撮像信号に
対して信号処理を施して撮像ケーブル２３へ出力するための回路、及び、撮像ケーブル２
３を経て入力される駆動信号及び電源を撮像素子２１ｂへ出力するための回路等が設けら
れている。
【００２０】
　操作部２ｂは、術者等のユーザが把持して操作することが可能な形状を具備して構成さ
れている。また、操作部２ｂには、ユーザの入力操作に応じた指示をプロセッサ４に対し
て行うことが可能な１つ以上のスイッチを具備して構成されたスコープスイッチ（不図示
）が設けられている。
【００２１】
　信号コネクタ２ｄは、撮像素子２１ｂを駆動するための駆動信号の伝送経路の出力側に
設けられたケーブル接続用基板２４ａと、当該伝送経路の入力側に設けられたコネクタ基
板２４ｂと、を内部に設けて構成されている。
【００２２】
　ケーブル接続用基板２４ａは、撮像ケーブル２３を介し、撮像部２１の電子基板２１ｃ
に接続されている。また、ケーブル接続用基板２４ａは、基板接続部６１に設けられた基
板接続用プラグ６１ｐ（後述）を介し、コネクタ基板２４ｂに対して着脱自在に接続され
るように構成されている。なお、ケーブル接続用基板２４ａの構成の具体例については、
後程説明する。
【００２３】
　コネクタ基板２４ｂは、基板接続部６１に設けられた基板接続用レセプタクル６１ｒ（
後述）を介し、ケーブル接続用基板２４ａに対して着脱自在に接続されるように構成され
ている。また、コネクタ基板２４ｂの端部には、内視鏡２をプロセッサ４に対して電気的
に接続するための複数の端子を有するコネクタ端子部２４ｃが設けられている。なお、コ
ネクタ基板２４ｂの構成の具体例については、後程説明する。
【００２４】
　すなわち、基板接続部６１は、ケーブル接続用基板２４ａとコネクタ基板２４ｂとを接
続するためのコネクタとして、基板接続用プラグ６１ｐ及び基板接続用レセプタクル６１
ｒを具備して構成されている。
【００２５】
　光源装置３は、例えば、ＬＥＤまたはランプ等の光源を具備して構成されている。また
、光源装置３は、例えば、被検体内の被写体の観察に用いられる照明光として白色光を発
生するとともに、当該発生した白色光をライトガイド６の入射端部へ入射させるように構
成されている。
【００２６】
　プロセッサ４は、画像生成部４ａと、駆動信号生成部４ｂと、電源生成部４ｃと、制御
部４ｄと、を有して構成されている。なお、本実施形態においては、例えば、プロセッサ
４が、１つ以上のＣＰＵを具備して構成されていてもよい。
【００２７】
　画像生成部４ａは、例えば、画像生成回路等を具備して構成されている。また、画像生
成部４ａは、制御部４ｄの制御に応じ、信号コネクタ２ｄを経て入力される撮像信号に対
して所定の処理を施すことにより観察画像を生成し、当該生成した観察画像を表示装置５
へ出力するように構成されている。
【００２８】
　駆動信号生成部４ｂは、例えば、発振器等を具備して構成されている。また、駆動信号
生成部４ｂは、制御部４ｄの制御に応じ、撮像素子２１ｂの駆動に用いられる駆動信号を
生成し、当該生成した駆動信号を信号コネクタ２ｄへ出力する（内視鏡２へ供給する）よ
うに構成されている。
【００２９】
　電源生成部４ｃは、例えば、電源回路等を具備して構成されている。また、電源生成部
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４ｃは、制御部４ｄの制御に応じ、撮像素子２１ｂの駆動等に用いられる電源を生成し、
当該生成した電源を信号コネクタ２ｄへ出力する（内視鏡２へ供給する）ように構成され
ている。
【００３０】
　制御部４ｄは、例えば、制御回路等を具備して構成されている。また、制御部４ｄは、
所定のシーケンスで撮像素子２１ｂの駆動を開始及び停止させる制御を駆動信号生成部４
ｂ及び電源生成部４ｃに対して行うように構成されている。また、制御部４ｄは、信号コ
ネクタ２ｄから出力される異常検出信号（後述）の出力状態に基づき、画像生成部４ａ、
駆動信号生成部４ｂ及び電源生成部４ｃの各部に対する制御を行うように構成されている
。
【００３１】
　ここで、ケーブル接続用基板２４ａ及びコネクタ基板２４ｂの具体的な構成の一例につ
いて説明する。なお、本実施形態においては、基板接続用プラグ６１ｐ及び基板接続用レ
セプタクル６１ｒの中央部に設けられた接点ピンで接点不良等の異常が生じ易い場合の構
成を例に挙げて説明する。
【００３２】
　ケーブル接続用基板２４ａは、例えば、図２Ａに示すように、はんだ２３ａにより基板
表面２４１ａ上に接合された撮像ケーブル２３を先端側に設けて構成されている。また、
ケーブル接続用基板２４ａは、例えば、図２Ａ及び図２Ｂに示すように、表面実装により
基板裏面２４２ａ上に接合された基板接続用プラグ６１ｐを後端側に設けて構成されてい
る。また、ケーブル接続用基板２４ａには、撮像ケーブル２３と基板接続用プラグ６１ｐ
との間を電気的に接続するための配線が設けられている。図２Ａ及び図２Ｂは、実施形態
に係る内視鏡に設けられたケーブル接続用基板の具体的な構成の一例を説明するための図
である。
【００３３】
　基板接続用プラグ６１ｐは、基板接続用レセプタクル６１ｒに対して着脱自在に接続さ
れるような形状を具備して形成されている。また、基板接続用プラグ６１ｐには、図２Ａ
及び図２Ｂに示すように、基板接続用レセプタクル６１ｒに対して電気的に接続するため
の複数の接点ピン６２ｐが設けられている。また、図２Ｂに例示した基板接続用プラグ６
１ｐによれば、基板接続用プラグ６１ｐの中央部及びその付近に設けられたピン番号Ｐ１
～Ｐ６の６つの接点ピン６２ｐにおいて、ピン番号Ｐ１の接点ピン６２ｐとピン番号Ｐ２
の接点ピン６２ｐとが接続され、ピン番号Ｐ３の接点ピン６２ｐとピン番号Ｐ４の接点ピ
ン６２ｐとが接続され、かつ、ピン番号Ｐ５の接点ピン６２ｐとピン番号Ｐ６の接点ピン
６２ｐとが接続されている。また、図２Ｂに例示した基板接続用プラグ６１ｐによれば、
基板接続用プラグ６１ｐの端部に設けられたピン番号Ｐ９及びＰ１０の２つの接点ピン６
２ｐが、ケーブル接続用基板２４ａに設けられた配線を介し、撮像ケーブル２３にそれぞ
れ接続されている。なお、図２Ｂにおいては、図示及び説明の便宜上、はんだ２３ａに相
当する部分を省略しているものとする。
【００３４】
　コネクタ基板２４ｂは、例えば、図３Ａ及び図３Ｂに示すように、表面実装により基板
表面２４１ｂ上に接合された基板接続用レセプタクル６１ｒを先端側に設けて構成されて
いる。また、コネクタ基板２４ｂは、例えば、図３Ａに示すように、バッファ回路７１ｒ
と、出力回路７２ｒと、異常検出回路７３ｒと、を基板表面２４１ｂ上に設けて構成され
ている。また、バッファ回路７１ｒ、出力回路７２ｒ及び異常検出回路７３ｒは、基板表
面２４１ｂ上において、ポッティング樹脂６３により覆われた状態で設けられている。図
３Ａ及び図３Ｂは、実施形態に係る内視鏡に設けられたコネクタ基板の具体的な構成の一
例を説明するための図である。
【００３５】
　基板接続用レセプタクル６１ｒは、基板接続用プラグ６１ｐに対して着脱自在に接続さ
れるような形状を具備して形成されている。また、基板接続用レセプタクル６１ｒには、
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図３Ａ及び図３Ｂに示すように、基板接続用プラグ６１ｐに対して電気的に接続するため
の複数の接点ピン６２ｒが設けられている。また、図３Ｂに例示した基板接続用レセプタ
クル６１ｒによれば、基板接続用レセプタクル６１ｒの中央部及びその付近に設けられた
ピン番号Ｐ１～Ｐ６の６つの接点ピン６２ｒにおいて、ピン番号Ｐ２の接点ピン６２ｒと
ピン番号Ｐ３の接点ピン６２ｒとが接続され、かつ、ピン番号Ｐ４の接点ピン６２ｒとピ
ン番号Ｐ５の接点ピン６２ｒとが接続されている。また、図３Ｂに例示した基板接続用レ
セプタクル６１ｒによれば、ピン番号Ｐ２の接点ピン６２ｒの隣に設けられたピン番号Ｐ
１の接点ピン６２ｒが、コネクタ基板２４ｂに設けられた配線を介し、バッファ回路７１
ｒの出力側に接続されている。また、図３Ｂに例示した基板接続用レセプタクル６１ｒに
よれば、ピン番号Ｐ５の接点ピン６２ｒの隣に設けられたピン番号Ｐ６の接点ピン６２ｒ
が、コネクタ基板２４ｂに設けられた配線を介し、出力回路７２ｒの入力側及び異常検出
回路７３ｒの入力側にそれぞれ接続されている。また、図３Ｂに例示した基板接続用レセ
プタクル６１ｒによれば、基板接続用レセプタクル６１ｒの端部に設けられたピン番号Ｐ
９及びＰ１０の２つの接点ピン６２ｒが、コネクタ基板２４ｂに設けられた配線を介し、
出力回路７２ｒの出力側にそれぞれ接続されている。
【００３６】
　なお、本実施形態においては、コネクタ基板２４ｂに設けられた各配線のうち、ピン番
号Ｐ６の接点ピン６２ｒと、出力回路７２ｒの入力側及び異常検出回路７３ｒの入力側へ
分岐するノードＮＡと、の間を接続する配線上にプルダウン抵抗ＰＲが設けられているも
のとする（図３Ｂ参照）。また、図３Ｂにおいては、図示及び説明の便宜上、ポッティン
グ樹脂６３に相当する部分を省略しているものとする。
【００３７】
　バッファ回路７１ｒは、コネクタ端子部２４ｃから出力される駆動信号であるシングル
エンド信号が入力されるバッファアンプ７１１ｒを具備して構成されている。
【００３８】
　バッファアンプ７１１ｒは、コネクタ端子部２４ｃを経て入力されるシングルエンド信
号を基板接続用レセプタクル６１ｒのピン番号Ｐ１の接点ピン６２ｒへ出力するように構
成されている。
【００３９】
　出力回路７２ｒは、ノードＮＡを経たシングルエンド信号が入力されるアンプ７２１ｒ
を具備して構成されている。
【００４０】
　アンプ７２１ｒは、ノードＮＡを経て入力されるシングルエンド信号を増幅及びクラン
プするとともに、当該シングルエンド信号を差動信号に変換して基板接続用レセプタクル
６１ｒのピン番号Ｐ９及びＰ１０の接点ピン６２ｒへ出力するように構成されている。な
お、アンプ７２１ｒの出力振幅は、撮像素子２１ｂの駆動電圧に応じた所定の範囲内に設
定されているものとする。
【００４１】
　すなわち、出力回路７２ｒは、ノードＮＡを経て入力される駆動信号を増幅して基板接
続用レセプタクル６１ｒにおけるピン番号Ｐ１～Ｐ６の接点ピン６２ｒ以外の他の接点ピ
ン６２ｒへ出力するように構成されている。
【００４２】
　異常検出回路７３ｒは、ノードＮＡを経て入力されるシングルエンド信号に基づき、基
板接続部６１における異常の発生の有無を示す異常検出信号を生成して出力するように構
成されている。また、異常検出回路７３ｒは、ノードＮＡを経て入力されるシングルエン
ド信号に応じた出力信号を出力するバッファアンプ７３１ｒと、バッファアンプ７３１ｒ
からの出力信号が入力されるＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔ
ｅ　Ａｒｒａｙ）７３２ｒと、を有して構成されている。
【００４３】
　バッファアンプ７３１ｒは、所定の入力電圧範囲において不感帯を有して構成されてい
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る。具体的には、バッファアンプ７３１ｒは、例えば、ノードＮＡを経て入力されるシン
グルエンド信号の入力電圧が下限電圧ＴＬＶより低い場合にＬレベルの出力信号を出力し
、当該シングルエンド信号の入力電圧が上限電圧ＴＨＶより高い場合にＨレベルの出力信
号を出力するように構成されている。また、バッファアンプ７３１ｒは、例えば、ノード
ＮＡを経て入力されるシングルエンド信号の入力電圧が、下限電圧ＴＬＶ以上かつ上限電
圧ＴＨＶ以下の範囲に相当する不感帯の入力電圧範囲内に含まれる場合に、Ｌレベルの出
力信号を出力するように構成されている。
【００４４】
　ＦＰＧＡ７３２ｒは、バッファアンプ７３１ｒからの出力信号の出力状態に基づき、基
板接続部６１における異常の発生の有無を示す異常検出信号を出力するように構成されて
いる。具体的には、ＦＰＧＡ７３２ｒは、例えば、バッファアンプ７３１ｒから出力され
る出力信号の信号レベルが所定時間内に変動した場合には、Ｌレベルの異常検出信号を生
成して出力するように構成されている。また、ＦＰＧＡ７３２ｒは、例えば、バッファア
ンプ７３１ｒから出力される出力信号の信号レベルが所定時間内に変動しなかった場合に
は、Ｈレベルの異常検出信号を生成して出力するように構成されている。
【００４５】
　すなわち、異常検出回路７３ｒは、ノードＮＡを経て入力される駆動信号の信号レベル
が所定時間内に変動したか否かに基づき、基板接続部６１における異常の発生の有無を示
す異常検出信号を生成して出力するように構成されている。
【００４６】
　なお、本実施形態によれば、駆動信号生成部４ｂから供給される駆動信号の伝送用に割
り当てられた各ピン番号以外の接点ピンを割り当てる限りにおいては、基板接続用プラグ
６１ｐ及び基板接続用レセプタクル６１ｒの各接点ピンのうちの任意の接点ピンを電源生
成部４ｃから供給される電源の伝送用に割り当ててもよい。そのため、本実施形態におい
ては、ケーブル接続用基板２４ａ及びコネクタ基板２４ｂの構成のうち、電源生成部４ｃ
から供給される電源の伝送に係る部分の説明及び図示を省略するものとする。
【００４７】
　続いて、本実施形態の作用について、以下に説明する。なお、以下においては、撮像素
子２１ｂの駆動に用いられる駆動信号の一種であるクロック信号を駆動信号生成部４ｂか
ら内視鏡２へ供給する場合を例に挙げて説明する。
【００４８】
　制御部４ｄは、プロセッサ４の電源が投入された際に、電源生成部４ｃから内視鏡２へ
の電源の供給を開始させる制御と、駆動信号生成部４ｂから内視鏡２へのクロック信号の
供給を開始させる制御と、をこの順番で行う。そして、このような制御部４ｄの制御に応
じ、駆動信号生成部４ｂから供給されるクロック信号が、コネクタ端子部２４ｃ及びバッ
ファ回路７１ｒを経て基板接続用レセプタクル６１ｒのピン番号Ｐ１の接点ピン６２ｒに
入力される。また、このような制御部４ｄの制御によれば、駆動信号生成部４ｂからのク
ロック信号が撮像素子２１ｂに入力される前に、電源生成部４ｃから供給される電源が、
コネクタ基板２４ｂに設けられた図示しないレギュレータを経て撮像素子２１ｂに入力さ
れる。
【００４９】
　ここで、基板接続用レセプタクル６１ｒのピン番号Ｐ１の接点ピン６２ｒから入力され
たクロック信号は、図４に示すような、基板接続用プラグ６１ｐ及び基板接続用レセプタ
クル６１ｒを交互に往来する一筆書き状の伝送経路を経た後、基板接続用レセプタクル６
１ｒのピン番号Ｐ６の接点ピン６２ｒを経てノードＮＡへ出力される。図４は、実施形態
に係る内視鏡の基板接続部における駆動信号の伝送経路を説明するための図である。
【００５０】
　すなわち、本実施形態の基板接続部６１は、基板接続用プラグ６１ｐ及び基板接続用レ
セプタクル６１ｒに設けられた所定の複数対の（ピン番号Ｐ１～Ｐ６の）接点ピンにおい
て、バッファ回路７１ｒから入力される駆動信号を１回ずつ通過させるとともに、当該所
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定の複数対の接点ピン間において、バッファ回路７１ｒから入力される駆動信号を１回以
上往復させるように構成されている。さらに換言すると、本実施形態の基板接続部６１に
は、基板接続用プラグ６１ｐ及び基板接続用レセプタクル６１ｒに設けられた所定の複数
対の（ピン番号Ｐ１～Ｐ６の）接点ピンにおいて、バッファ回路７１ｒから入力される駆
動信号を一筆書き状に伝送させるような伝送経路が形成されている。また、本実施形態に
よれば、前述の所定の複数対の接点ピンにおける配線が、基板接続用プラグ６１ｐ及び基
板接続用レセプタクル６１ｒにおいて発生し得る故障モードに応じて決定されている。
【００５１】
　出力回路７２ｒのアンプ７２１ｒは、ノードＮＡを経て入力されるクロック信号を増幅
及びクランプするとともに、当該クロック信号を差動クロック信号に変換して基板接続用
レセプタクル６１ｒのピン番号Ｐ９及びＰ１０の接点ピン６２ｒへ出力する。そして、こ
のような出力回路７２ｒの動作に応じ、基板接続用プラグ６１ｐのピン番号Ｐ９及びＰ１
０の接点ピン６２ｐから撮像ケーブル２３へクロック信号が伝送されるとともに、当該ク
ロック信号に応じた動作が撮像素子２１ｂにおいて行われる。
【００５２】
　バッファアンプ７３１ｒは、ノードＮＡを経て入力されるクロック信号における入力電
圧が下限電圧ＴＬＶ以上かつ上限電圧ＴＨＶ以下の範囲を超えて変動している場合に、当
該クロック信号と同様の出力信号をＦＧＰＡ７３２ｒへ出力する。また、バッファアンプ
７３１ｒは、ノードＮＡを経て入力されるクロック信号における入力電圧が下限電圧ＴＬ
Ｖ以上かつ上限電圧ＴＨＶ以下の範囲内で変動している場合に、Ｌレベルの出力信号をＦ
ＧＰＡ７３２ｒへ出力する。
【００５３】
　ＦＰＧＡ７３２ｒは、バッファアンプ７３１ｒから出力される出力信号の信号レベルが
所定時間ＴＡ内に変動している場合に、Ｌレベルの異常検出信号を生成して出力する。ま
た、ＦＰＧＡ７３２ｒは、バッファアンプ７３１ｒから出力される出力信号の信号レベル
が所定時間ＴＡを超えてもＬレベルから変動しなかった場合に、Ｈレベルの異常検出信号
を生成して出力する。なお、所定時間ＴＡは、例えば、駆動信号生成部４ｂから供給され
るクロック信号の周波数等に基づいて設定すればよい。
【００５４】
　制御部４ｄは、信号コネクタ２ｄの異常検出回路７３ｒから出力される異常検出信号の
出力状態に基づき、当該異常検出信号の信号レベルがＬレベルであることを検出した場合
に、駆動信号生成部４ｂから内視鏡２へクロック信号を供給させる制御と、電源生成部４
ｃから内視鏡２へ電源を供給させる制御と、をそれぞれ継続する。また、制御部４ｄは、
信号コネクタ２ｄの異常検出回路７３ｒから出力される異常検出信号の出力状態に基づき
、当該異常検出信号の信号レベルがＨレベルであることを検出した場合に、駆動信号生成
部４ｂから内視鏡２へのクロック信号の供給を停止させる制御と、電源生成部４ｃから内
視鏡２への電源の供給を停止させる制御と、をこの順番で行う。また、制御部４ｄは、信
号コネクタ２ｄの異常検出回路７３ｒから出力される異常検出信号の信号レベルがＨレベ
ルであることを検出した場合に、例えば、信号コネクタ２ｄまたは基板接続部６１におい
て異常が発生している旨をユーザに対して報知するための文字列等の視覚情報を表示装置
５に表示させる制御を画像生成部４ａに対して行う。
【００５５】
　以上に述べたような制御部４ｄの動作によれば、基板接続部６１（基板接続用プラグ６
１ｐ及び基板接続用レセプタクル６１ｒ）における接点不良等の異常の発生に伴って撮像
素子２１ｂに対するクロック信号の供給が停止した後で、撮像素子２１ｂに対する電源の
供給を停止させることができる。
【００５６】
　以上に述べたように、本実施形態によれば、コネクタ端子部２４ｃから撮像ケーブル２
３に至る駆動信号の伝送経路の途中にスタブを形成することなく、すなわち、コネクタ端
子部２４ｃから撮像ケーブル２３へ出力される駆動信号の伝送品質を確保しつつ、基板接
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続部６１（基板接続用プラグ６１ｐ及び基板接続用レセプタクル６１ｒ）における異常の
発生の有無を検出することができる。さらに、本実施形態によれば、撮像素子２１ｂの異
常が発生する前に、基板接続部６１（基板接続用プラグ６１ｐ及び基板接続用レセプタク
ル６１ｒ）において発生した異常を検出することができる。従って、本実施形態によれば
、撮像素子に供給される駆動信号の伝送品質を確保しつつ、当該駆動信号の伝送経路上の
基板同士の接続箇所において発生した異常を速やかに検出することができる。
【００５７】
　なお、本実施形態によれば、例えば、プロセッサ４に電源生成部４ｃを設ける代わりに
、電源生成部４ｃと同等の機能を有する回路をコネクタ基板２４ｂに設けてもよい。
【００５８】
　また、本実施形態によれば、図４に示した伝送経路を通過する駆動信号がクロック信号
である場合において、例えば、図５に示すような出力回路７４ｒが出力回路７２ｒの代わ
りにコネクタ基板２４ｂの基板表面２４１ｂ上に設けられていてもよい。図５は、実施形
態に係る内視鏡に設けられたコネクタ基板の具体的な構成の一例を説明するための図であ
る。
【００５９】
　出力回路７４ｒは、ノードＮＡを経て入力されるシングルエンド信号に応じた差動信号
を出力するアンプ７４１ｒと、アンプ７４１ｒからの差動信号が入力されるアンプ７４２
ｒと、を有して構成されている。
【００６０】
　アンプ７４１ｒは、ノードＮＡを経て入力されるシングルエンド信号を増幅及びクラン
プするとともに、当該シングルエンド信号を差動信号に変換してアンプ７４２ｒへ出力す
るように構成されている。なお、アンプ７４１ｒの出力振幅は、アンプ７４２ｒの入力電
圧範囲内に設定されているものとする。
【００６１】
　アンプ７４２ｒは、アンプ７４１ｒから入力される差動信号を増幅及びクランプすると
ともに、当該差動信号を基板接続用レセプタクル６１ｒのピン番号Ｐ９及びＰ１０の接点
ピン６２ｒへ出力するように構成されている。なお、アンプ７４２ｒの出力振幅は、撮像
素子２１ｂの駆動電圧に応じた所定の範囲内に設定されているものとする。
【００６２】
　すなわち、出力回路７４ｒは、ノードＮＡを経て入力される駆動信号を増幅して基板接
続用レセプタクル６１ｒにおけるピン番号Ｐ１～Ｐ６の接点ピン６２ｒ以外の他の接点ピ
ン６２ｒへ出力するように構成されている。
【００６３】
　ここで、例えば、図４に示したような一筆書き状の伝送経路を通過する駆動信号がクロ
ック信号である場合には、ピン番号Ｐ１～Ｐ６のいずれかの接点ピンにおいて接点不良が
発生した場合であっても、接点ピン間のクロストークにより、当該クロック信号が隣接す
る接点ピンへ伝播してノードＮＡへ出力されるような状況が生じ得る。そして、このよう
な状況が発生した際に、ノードＮＡを経て入力されるクロック信号を出力回路７４ｒで増
幅しかつ差動クロック信号に変換して出力することにより、撮像素子２１ｂにおける撮像
動作を極力継続させることができる。すなわち、出力回路７４ｒをコネクタ基板２４ｂの
基板表面２４１ｂ上に設けた構成によれば、基板接続部６１における異常の発生を異常検
出回路７３ｒにより検知した上で、表示装置５への観察画像の出力を極力継続しつつ、信
号コネクタ２ｄにおける異常の発生をユーザに報知することができる。
【００６４】
　なお、本実施形態においては、基板接続用プラグ６１ｐ及び基板接続用レセプタクル６
１ｒの構成を適宜変形することにより、例えば、図４に示した（シングルエンド信号の入
出力に対応した）伝送経路の代わりに、差動信号の入出力に対応した伝送経路を設けるよ
うにしてもよい。
【００６５】
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　また、本実施形態に係る構成を適宜変形することにより、例えば、内視鏡２とプロセッ
サ４とを接続するためのコネクタ端子部２４ｃを含むコネクタにおいて、図４に示したよ
うな一筆書き状の伝送経路で駆動信号を伝送するための配線を設けるようにしてもよい。
【００６６】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しない範囲
内において種々の変更や応用が可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【００６７】
１　内視鏡システム
２　内視鏡
２ｄ　信号コネクタ
３　光源装置
４　プロセッサ
４ａ　画像生成部
４ｂ　駆動信号生成部
４ｃ　電源生成部
４ｄ　制御部
５　表示装置
２１　撮像部
２１ｂ　撮像素子
２３　撮像ケーブル
２４ａ　ケーブル接続用基板
２４ｂ　コネクタ基板
２４ｃ　コネクタ端子部
６１　基板接続部
６１ｐ　基板接続用プラグ
６１ｒ　基板接続用レセプタクル
７２ｒ，７４ｒ　出力回路
７３ｒ　異常検出回路
【先行技術文献】
【特許文献】
【００６８】
【特許文献１】国際公開第２０１３／０４２６４７号
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